
13

【加賀美】2013 年３月の組織合同（合併）
から６年余りが経ちました。現在のコープ
みらいの組合員数や事業はどのような状況
でしょうか。

【吉川】コープみらい発足時の組合員数は
292 万人でしたが、2017 年度は 341 万人に
なりました。事業については、宅配センター
が 76 カ所・供給高 2,673 億円、店舗は 134
店舗・供給高 1,103 億円となっています。
福祉事業については、居住系の施設も含め
て、34 事業所があります。
　組合員のニーズに応えるため、各事業で
新しいチャレンジを進めてきました。中心
となるコープデリ宅配・店舗事業以外にも、
たとえば電気小売事業を 2017 年にスター
トし、現在３万５千件の契約となっていま
す。また福祉事業ではサービス付き高齢者
向け住宅を２カ所で展開しており、今年の
３月には、埼玉県北本市で小規模多機能型
居宅介護施設「コープ夢みらい北本」が事
業を始めました。さらに看護小規模多機能
型施設を千葉県で計画しています。
　総事業高は、2017 年度は 3,898 億円でし
た。組織合同当時の 3 生協を合わせた事業
高が 3,596 億円でしたので、拡大していま
す。なお、コープデリ連合会全体では組合
員数 485 万４千人、事業高は 5,428 億円と
なります。

【加賀美】東京・千葉・埼玉のエリアごと
の組合員数はどれぐらいなのでしょうか。

【吉川】千葉が 83 万６千人、埼玉が 105
万８千人、東京が 148 万５千人です。世
帯加入率は全体で 26.3％です。千葉が
31.1％、埼玉が 34.4％、東京都が 20.9％です。

【加賀美】事業や組織的には拡がりをみせ
てきたわけですが、そうした変化を受け
て、組織のビジョンなどに変更はあったの
でしょうか。

【吉川】コープみらいの理念は、2006 年に
当時のコープネットグループの６つの会員
生協の総代会と連合会総会で確認した「と
もに はぐくむ くらしと未来」です。また、
2025 年に向けたビジョンとして、2014 年
に「食卓を笑顔に、地域を豊かに、誰から
も頼られる生協へ。」を掲げ、それを具体
化した４つのプログラムに基づきながら、
事業と活動を進めています。

組合員の声を大切にしながら
組織合同へ

【加賀美】341 万人というと、日本の都道
府県と比較しても上位に匹敵する規模です

（※都道府県の推計人口第 10 位は静岡県で
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365 万人、11 位は茨城県で 288 万人）。こ
うした規模で組合員の声を反映していく、
あるいは民主的な運営を徹底することは大
変ではないでしょうか。

【吉川】規模の大小ではなく、コープみら
いでは、組合員の主体的な参加、組合員の
運営参加を大事にしています。また組合員
の声を受け止め、事業や運営に活かしてい
くという姿勢に変わりはありません。

【加賀美】数十万人から 100 万人以上の組
合員がそれぞれの生協にいたわけですが、
組織合同にあたっては、どのように議論が
行われたのでしょうか。またコープみらい
となって実現されているとお考えですか。

【吉川】総代と組織合同についての話し合
いを始めたのは 2009 年からです。組織合
同も含め、あらゆる選択肢を排除せず、首
都圏にどのような生協をつくっていくかに
ついて話し合いを始めました。
　およそ４年におよぶ話し合いの中で、総
代からの「なぜ組織合同するの？」「組織
合同をして、どんな生協になっていくの？」
などの声を受け止めながら、これからの生
協のありたい姿を総代、組合員といっしょ
に考え、丁寧に進めたというのがポイント
です。
　また、生協の方向性は、総代会で決める
わけですが、総代ではない組合員との話し
合いも必要に応じて行いました。また、組
織合同に関する組合員広報にも取り組みま
した。
　全組合員アンケートでは、およそ 80 万
の組合員から声を寄せていただきました。
アンケートに記述された声を受け止め、「ど
んな生協を目指していくのか」というさら
なる議論につなげていきました。組織合同

が目的ではなく、新しい生協を首都圏につ
くっていこうという前向きな話し合いがで
きたと思います。

【加賀美】80 万枚のアンケートというのは
すごいですね。総代を中心に話し合いが重
ねられたということですが、実際にはどの
ように運営されたのですか。

【吉川】代表的なのはブロック別総代会議
（以下、総代会議）です。総代会議は年度
３回行っていました。もちろん、組織合同
だけがテーマではありません。グループに
分かれて話し合いをしていただき、率直な
ご意見や期待、質問や心配の声など、いろ
いろ出されました。総代の意見を受け止め
て、次の機会にお答えをしたり、再度話し
合ったりという中で、組織合同についての
理解を深めていきました。
　事業については、コープみらいになる前
から、コープネット事業連合（現コープデ
リ連合会）のもとで統合が進んでいました。
当時、各生協の組合員の声が事業連合に届
いていなかったわけではありませんし、事
業連合との意思疎通がなかったわけでもあ
りませんが、３つの生協が一つなることに
よってもっと身近に感じられる生協にとい
う期待がありました。
　コープみらいと事業連合は専務理事を代
表理事として兼務していますし、他の役職
員も兼務して業務を進めています。事業連
合と異なる対応をすることはなくなり、意
思決定とマネジメントが一体的に行われる
ようになりました。コープみらいになって
よかったと感じる部分は、事業連合との一
体運営による迅速な意思決定ではないかと
実感しています。
　組織の規模が大きくなって、財政基盤を
強め、事業にチャレンジすることもできる
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ようになっています。先に述べました新し
い取り組みをはじめとして、チャレンジを
してきた数年間という実感があります。

コープみらいの組合員参加の
仕組み

【加賀美】組織合同に向けて丁寧に話し合
いを進められたということですが、組合員
の声に基づいた運営のためのコープみらい
の仕組みを、詳しく教えていただけますか。

【吉川】法人として意思決定をするのは総
代会です。コープみらいの総代は 1,300 人
います。総代会当日は、役職員含めて 1,000
人以上が集まる場となります。
　その過程で丁寧に話し合う仕組みを、組
合員が中心となって運営しており、その点
も変わっていません。以前に、くらしと協
同の研究所の総会シンポジウムの分科会で
ご報告させていただきましたが、コープみ
らいでは組合員の自主・自発性の尊重を運
営の根幹に据えています。
　そのための組織編成ですが、特徴のひと
つはブロック委員（会）の存在です。現在、
千葉・埼玉・東京の３つのエリアをそれぞ
れ６つ、８つ、８つのブロックに分けて、
22 のブロックで運営しています。ブロッ
ク委員は、地域での活動と組合員参加を広
げるコーディネーターの役割を持ち、現在、
コープみらいには 300 人を超えるブロック
委員がいます。
　ブロック委員は、コープみらいが任命し
た有償ボランティアという性格ですが、組
合員の立場で、地域での活動の推進や総代
会議などの運営をサポートしています。

　
　このような組合員の自主性を大事にした
運営の背景には、2006 年の日本生協連「こ
れからの組合員参加と組織のあり方」とい
う提言が基にあります。提言では、生協の
特徴として、組合員の事業への参加、活動
への参加、生協運営への参加をあげていま
す。現在では、地域社会づくりへの参加も
大切な課題となっていますが、この 4 つの
参加をコーディネートしたり促進したりす
るのがブロック委員です。首都圏では少子
高齢化と女性の就労が進んでいますが、地
域の変化に対応し、組合員の事業や活動や
運営への参加を、よりいっそう広げていく
ことが課題です。

【加賀美】300 人を超えるブロック委員に
よる運営や、1,300 人の総代と聞いても、

ブロック委員の位置づけ
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パッと想像しにくい規模です。それほどの
組合員の参加があるのはすごいことだと思
いますが、本当に苦労も多そうですね。

【吉川】総代に自ら立候補される組合員も
いますが、選出にあたってはブロック委員
が地域の組合員さんが日常の活動のつなが
りの中で総代の役割を説明し、声をかけて
進めています。そうした一つひとつの働き
かけの積み重ねがあっての 1,300 人の総代
です。
　ブロック別総代会議の実出席率は 8 割ぐ
らいです。交通の便がいいという地域事情
もあるのでしょうが、８割が参加してくだ
さるというのは、ブロック委員とのつなが
りや、総代が参加の意味を理解し大切な場
と思っていただけているからではないかと
受け止めています。
　首都圏の場合は働きに出ておられる方も
多い中で、組合員活動の企画の多くは平日
の日中に開かれていますが、総代会議は
22 ブロックごとの会場以外に、日曜日も
１会場で開催するようにしています。
　ブロック別総代会議では、グループに分
かれた分散会を行っています。およそ１時
間の分散会ですが、いただいた総代の声を
振り返りシートにまとめ、その後に活かし
ています。
　役職員も分担して総代会議に参加しま
す。とくに分散会では総代から質問や意見
をいただきます。その声にきちんと対応す
ることが総代の生協や議案への理解、活動
参加、生協への信頼にもつながっていきま
すので、今後もしっかり対応できるように
していきたいと思います。

【加賀美】正直なところ、かなり手厚いと
いう印象を受けます。分散会は何人ぐらい
のグループで進めるのでしょうか。

【吉川】今は、概ね総代が６～９人です。
全員から意見を出してもらうことをいちば
ん大事にしていますし、分散会は単なる質
疑応答の場ではなく、総代同士が利用や活
動について教え合うなど、日ごろのくらし
からの交流が学びにつながる場でもありま
すので、少人数でできるようにしています。

【加賀美】グループ討議のテーマは毎回決
めているのですか。

【吉川】総代会議での事業や活動に関する
報告に基づいて、分散会では大括りですが、

「事業や利用について」、「活動について」
をテーマにしています。ブロック委員が進
行を担当しています。分散会で、主にどう
いうテーマが話題になるかは、その時々で、
構成している総代の利用や関心ごとによっ
ても違ってきます。
　主に商品のことが話題になる場合もあれ
ば、宅配の仕組みや店舗のことが話題にな



17

争論　現代社会、そして生協にとっての民主主義とは？

る場合もありますが、それはこちらが押し
つける関係ではありません。すぐには実現
できないことでも、声を受け止め対応して
いくことが、事業や活動に活かされ、また
総代会の議案を豊かにしていくことにつな
がっていくと考えています。

複数の都県にまたがった
運営の特徴

【加賀美】初めにお話しいただいた内容と
も関わりますが、３つのエリアで組合員数
や店舗数など、規模や事業の差があると思
いますが、それらの違いは運営にあたって
問題になったりはするのでしょうか。

【吉川】店舗の少ない地域の総代会議では、
やはり話題の中心は宅配のことになります
が、「うちの地域は出店できないの？」と
いう声も継続してあります。ただし、３つ
のエリア、千葉・埼玉・東京という都県の
括りでの違いではありませんし、運営上、
都県という括りが問題になることはありま
せん。

【加賀美】都道府県や以前の各生協の括り
ではなくて、暮らしている地域によって組
合員の生活スタイルも異なるので、旧来の
枠組み云々という話ではないのですね。

【吉川】そうです。各都県の中でも共通す
ることもあり、違いもあり、たとえば若い
世代が増えている地域も、都県を境に起き
ているということではありません。実際、
東京都に隣接する地域では子育て層が増え
ている実態があり、都県を越えて店舗を利
用する組合員もいます。ブロックごとの違
いか？と問われれば、ブロック内でも地域

の違いや特徴もあります。
コープみらいとしては、地域の違いも認め
合い、組合員と地域のニーズを捉えながら、
事業や活動を進めていくことを大切にして
います。

【加賀美】コープみらいのなかに、くらし
に基づいた違いがある、ということです
ね。そうした違いから、組合員さんが想像
を馳せて、「こんな事業があったらいいよ
ね」とか「こんなニーズがあったらいいよ
ね」というような声が出たりすることはあ
るのでしょうか。

【吉川】それはあると思います。たとえば、
いま、移動店舗は千葉県の房総地域で実施
しています。房総地域にはコープみらいの
店舗はミニコープ店がひとつだけですし、
他のスーパー含めて全体として店舗が少な
い地域という特徴から、移動店舗を行って
います。もちろん、東京・埼玉エリアの総
代会議でも、高齢地域や大規模な高齢団地
のあるところでは、移動店舗ができないか
という声が上がることもあり、自分の地域
でも、他の地域とかたちは違うが、似たよ
うなニーズがあるのではないかという趣旨
の発言はあります。

【加賀美】そうした地域の差異や共通性に
ついて、コープみらいの組織運営としては
どのようにお考えでしょうか。

【吉川】先ほどお話ししたように、理念や
ビジョンは以前から共通ですし、事業のシ
ステムも、コープみらいになる前から共通
化しながら進んできました。
　組合員組織は別々で、それぞれのかたち
のままでしたが、呼称は違っていてもブ
ロック委員の役割はほぼ共通でした。
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　組織合同を機に、違いも認めながら、コー
プみらいとしてどういう組織や活動を進め
ていくかという話し合いを重ねてきまし
た。その中で、組合員組織は 22 のブロッ
クが自主的・主体的に運営するスタイルを
大切にしてきました。
　コープ会という組合員の地域の組織につ
いても、コープみらいになってから話し合
い、現在は地域の居場所という新しい位置
づけの「みらいひろば」として、毎月約
300 会場で展開しています。みらいひろば
の基本的な仕組みは共通ですが、運営は各
ブロックです。それぞれの地域で、またみ
らいひろば参加者の意向も汲みながら自主
的に運営しています。ほかにも、「子育て
ひろば」やたすけあいの組織なども、３エ
リアで全部が同じということではありませ
んが、組織や活動のあり方については、あ
りたい姿を話し合いながら、良いものをつ
くっていければと考えています。
　地域性と組織運営という論点に関するこ
とでは、組合員理事の全体区分と都県区分
という選挙区区分をなくしました。組合員
理事は組合員理事としての共通の役割があ
ります。区分の枠内ではなく、千葉・埼玉・
東京の各エリアを担当する組合員理事は、
組合員理事として同じ立場で協議し、課題
を見出し、政策につなげていく。出身エリ
アの理事人数は継続しますが、区分都県代
表ではなく、分担した役割を担う。各エリ
アの取り組み交流や知恵の交換の中で、エ
リアを越え、コープみらいとしての取り組
みがより進められることを目的に、役割を
分担しつつ協力して進めるスタイルにして
いきます。

【加賀美】地域の視点だけでなく、組合員
全体の視点という点を強調して、コミュニ
ケーションや発想を変えようという取り組

みなんですね。
話題は変わりますが、コープみらいのサイ
トには、自分たちのことを英語で紹介する
ページもあります。最近は、観光客だけで
なく、居住者としての外国人も徐々に増え
ていますが、そうした方々の声を拾う上で
の苦労などはどうでしょうか。

【吉川】ここ（さいたま市）から少し南の
川口市には芝園団地という大型団地があり
ます。そこは居住者のおよそ半分が外国人、
主に中国出身の方と言われています。その
中には宅配を利用している方もいると聞き
ますが、いま現在、商品カタログや店舗の
売り場での外国語での表記はしていませ
ん。
　ブロック委員の中には外国出身の方がい
ました。ブロック委員として役割を担える
方を任命しています。ただ、そういうケー
スは特殊な事例です。今後は事業も含めて、
そうしたことも少しずつ考える必要がある
とは思います。

社会にとっての生協の役割

【加賀美】ここまでのコープみらいの取り
組みに現れていると思いますが、生協は組
合員の主体的な参加によって運営される、
民主的な組織です。
　こうした特徴を持つ生協の社会的な役割
について、最後にお聞かせください。

【吉川】繰り返しになりますが、民主主義
や民主制と、規模の大きさに関係はないと
思います。組合員の事業への参加、活動へ
の参加が生協という組織のベースだと思い
ます。組合員が 30 万人の時代もそれは課
題としてあったし、100 万人の時代もそう
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であり、基本は変わりません。
　生協が大きくなることとの関係でいえ
ば、より社会に貢献できる可能性を模索
することができるのではと感じています。
コープみらいになってから、コープみらい
財団をつくりました。昨年から返済不要の

「給付型奨学金制度」を始めました。コー
プみらいの一人親家庭の方が対象です。受
給している高校生は 110 人で、まだ１年生
だけですから、来年度、再来年度と人数は
増えていく見込みです。
　この取り組みの準備の中で、「生協を利
用している方たちのなかで、奨学金を受け
たいと手が挙がるのだろうか」という声も
ありましたが、実際は予想以上の申し込み
がありました。
　奨学金の財源は、組合員の「応援サポー
ター」からの募金でまかなう仕組みですが、
現在のサポーターは約 12,000 人、１ヶ月
およそ 430 万円を募金していただいていま
す。応援サポーターから奨学生宛てのメッ
セージを届けたり、奨学金の給付が始まっ
てからは高校生たちのメッセージをニュー
スにして返したりと、奨学生と応援サポー
ターの交流も行っています。応援サポー
ターからの「自分も家庭が大変で、大学も
高校も行けなかったので、募金させてもら
います」などのメッセージを読むと、改め
て生協はたすけあいの組織なんだと実感で
きます。　
　奨学金給付事業は財団の事業ではありま
すが、コープみらいの社会的な役割発揮の
事例と言えるのではないかと思います。
　これは一例ですが、生協には組合員の多
様なニーズに応えて、いろんなかたちでく
らしに貢献できる可能性があると思いま
す。そして生協の挑戦が、新たな組合員の
活動参加の広がりとともに、地域の課題解
決にもつながっていくと思います。

【加賀美】生協の規模が大きくなるなかで、
これまでの参加や運営のあり方にともなう
困難も現れていますが、それでも組合員の
自主性を尊重することの大切さを、改めて
考える機会となりました。本日はありがと
うございました。


